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■■■■トマト、ナス、キュウリのトマト、ナス、キュウリのトマト、ナス、キュウリのトマト、ナス、キュウリの定植定植定植定植作業作業作業作業    

  伊藤講師より本日の作業の全体説明を聞く受講生のみなさん。 

 

□□□□畝づくり畝づくり畝づくり畝づくりの体験の体験の体験の体験    

まず講師小塚久美さんより備中の使い方、コツを教わりました。 

それは、振り上げて備中の重みで振り下ろす。そしてテコの原理を利用して土を起こすと楽に 

できます。みなさんもやってみてなるほどワールド！関心しきり！！！ 

これが農家の方が長時間同じ作業ができる訳ですね！ 

元肥を入れた溝を回りの土で覆って畝をたてる作業を実際体験して頂きました。 

これから受講生さん達の共同体験作業の始まりです。 

         

□定植□定植□定植□定植の体験の体験の体験の体験    （トマトの苗を植える）  

手順の説明を聞く。初めての方も多くみなさん真剣に聞いて見えました。 

  

  1）株間 80センチ、畝間 100センチは欲しい。 

  2）苗ポットを水に浸す。（すれて根が傷つくのを防ぐ為、土が落ちるのを防止する為） 

  3）植え付け穴にたっぷり水を注ぐ。 

4）穴の深さはポット苗を植えたレベルよりやや低い程度。 

  5）苗に付いている花を手前にして植える。 

トマトの花は全て同じ方向に咲く、従って、手前で収穫しやすく楽にする為）。 

  6）植えた苗をしっかり抑える。 根つきをよくする為。 

  7）土を固めた後、再度水をかける。 

    根を土になじませ、活着するようにする為 

（但し、葉に水がかからないように。葉に土がつき病気になる場合がある） 



      

  最初は慣れないせいか緊張してましたが、砂遊びみたいなもんで楽しかったですね。 

  なかには自分のものと隣の方のと見比べたりし、あちこちで笑い声も聞かれるほど盛り上がって 

  コミュニケーションもバッチリ！！！ 

 

□□□□支柱立て支柱立て支柱立て支柱立ての体験の体験の体験の体験    

  支柱を立て、この支柱に茎を締め付けないように 8の字形にひもで縛る。 

  説明を聞いたが、いざ自分でやるとなると難しいかったですね！手をあちらこちらひねってる 

  方もいたりしてね。まあ一度体験すればもう大丈夫！！ 

       

□あんどん立ての体験□あんどん立ての体験□あんどん立ての体験□あんどん立ての体験 （風除け） 

   植えたトマトの苗に支柱して、8の字にひもで補強し、次はあんどんを仕立てて風と寒さを防いでやる 

   でしたね。（根づくまでは、風などで倒れて、根や茎が傷まないようにする為ですよ。） 

   コツはあんどんが風で飛ばされないように、支柱はピンと張ること。それからあんどんが風で飛ばされ

ないために、あんどんの周りの土寄せも忘れないでね。 

       

11時 50分になり、本日の定植実技体験は無事終了しました。受講生のみなさんお疲れさまでした。 

（残りナス、キュウリの定植は事務局サイドで定植することに） 

  お天気にも恵まれてみなさんほんとに楽しそうにやってみえましたのが印象的でした。楽しい時間は過ぎ 

  るのも早いと言うか、時間が足らないかった！と言う声が多く聞かれました。それに野菜もどんどん成長 

  していきますので随時管理の必要も不可欠になってきます。今後はみなさんと事務局で話しあい自主活動

などでより多く体験できる機会を持ちたいですね！・・・とりあえず、本日はお疲れさまでした。 

   


